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嚢
野
県
知
事
で 、
衆
院
議
員
も
務
め
た
作
家
の
田
中
康
夫
氏
(
60)
が 、

知
事
時
代 、・
「
ガ
ラ
ス
張
り
の
知

の
参
院
選
で 、
お
お
さ
か
維
新
の
会
か
ら
東
京
選
挙
区
に
出
馬
す
る
意
事
室」
を
発
案 。
政
治
は
透
明
性
が

向
を
固
め
た
こ
と
が
1
日 、
分
かっ
た 。
地
域
主
権
や
既
闊
益
の
打
破
な
必
要
だ
と
訴
え
て
き
た
だ
け
に 、
選

馬
7
エと 、

両
者
の
理
念
は
重
な
る 。
激
戦
の
東
京
で 、
既
存
政
党
に
あ
き
た
ら
な
挙
戦
で
は
舛
添
知
事
の
政
治
資
金
公

ぃ
曰
ウ
ル
ト

ラ
無
党
派
層」
の
支
持
を
集
め
た
い
考
え
だ 。
知
事
時
代
か
ら
私
混
同
問
縣
に 、
経
験
者
の
立
場
か

山
政
治
の
透
明
性
を
主
張 。
舛
添
要一
知
事
の
政
治
資
金
公
私
混
同
で
都
政
が
ら
物
申
す
場
面
も
あ
り
そ
う
だ 。

知
名
度
が
高
い
田
中
氏
の
東
京
で

の
擁
立
は 、．
近
畿
圏
以
外
で
の
勢
力

区
混
乱
す
る
東
京
に 、
一
石
を
投
じ
る
「
参
戦」
に
も
な
り
そ
う
だ 。
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鰭
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疇
け
た
戦
い
に

松
井一
郎
代
表
（
大
阪

嘉
事）
と
れ
ば」
点
話
し
た 。

蓮
筋
氏
や繹
高
樹
沙
耶
も

＝
い、
最
患
芸
意
思
確
認
に
臨
ん

塞忠
選
挙
区
（
改
選
定
数
6)
は 、

●
参
院
束
京
選
挙
区
今
回
か
ら

だ
上、
8
日
に
都
麿
会
見
し 、
正
自
民 、
民
進 、
公
明 、
共
産
な
ど
各

改
選
定
数
が
5
か
ら
6
へ
と
1
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政
党
色
の
薄
い
政
治
家
と
し
て
高
く 、
既
存
政
党
に
飽
き
足
ら
な
い
党
は
現
職
の
中
川
雅
治
氏
に 、
元
ビ

チ
バ
レ
ー

選
手
の
朝
日
健
太
郎
氏

の
擁
立
を
目
指
し
て
い
歪
民
進
党

か
知
ら
れ
て
き
た 。
今
回
は 、
県
知
事
有
権
者
を
「
ウ
ル
ト
ラ
無
党
派
層」

1は
現
職
の
蓮
紡 、
小
川
敏
夫
両
氏
が

時
代
か
ら
訴
え
て
き
た
地
域
主
権
と
呼
ん
で 、
政
治
を
変
え
る
原
励
カ
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尺
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杞
闘
讀
籠

}
部
分
も
多
く、
両
者
を
結
ぶ
き
な
い
人
の
票
の
行
き
揚
が
な
い 。
今

に
す
る
会
の
松
田
公
太
代
表
も 、
出

好
に
な
っ
た
よ
う
だ ．

後
の
日
本
の
形
を
ど
う
す
る
か 、
考
馬
予
定 。
先
月
10
日
に
は 、
女
優
の

I

中
氏
は 、
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
の
取
え
て
い
る
都
民
の
選
択
肢
に
な
り，

高
樹
沙
耶
が
新
党

、
山
の

じ

馴

ト
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L
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可

脅

る
と
表
明
し
た 。
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